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表紙紹介

「かぐや」の撮影したアリスタルコス台地
Aristarchus Plateau: Kaguya wide view of the Moon

解説：白尾元理 データ提供：JAXA/NHK

画像処理：白尾元理/NHK

昨年９月14日に打ち上げられ，10月４日に月周回軌道に入っ
た「かぐや」は，10月下旬からNHKの開発したハイビジョン
テレビ（HDTV）カメラで月の動画撮影をはじめた．その動画
はニュースや特集番組で放映され，大きな反響を呼んだ．
1080画素×1920画素をもつHDTV動画は，そこから切り出し

た静止画も十分な解像力をもつ．しかしHDTVは，もともと
「月の地平線からの地球の出没を撮影する」ことが第一目的な
ので，画面の半分近くを暗黒の空が占め，月面は画面の約半分
しか撮影されない．そこで，すでに視野からはずれてしまった
画像を合成することによって，広範囲を一望できるようにした
のが表紙写真である．
表紙写真の対角線画角は65°で，35mm判換算では焦点距離

30mmレンズに相当する．「かぐや」は月上空の高度100kmの
極軌道で北に向かって飛行し，月の地平線までの距離は約
600kmで写真の横幅は約400km，画面下端までの距離は140km
で写真の横幅は約100kmで，月の地形を概観するのにはちょう
どよい画角である．
アリスタルコス台地は，嵐の大洋にある一辺180kmの菱形の

溶岩台地で面積は４万km2，九州ほどの広さをもつ．台地の形
成は30数億年前のことで，多数の溶岩ドームがこの地域に集中
したために全体で大きな溶岩台地となった．台地の上や縁には
多数の蛇行谷が見られるが，その多くは長期間同じ場所を溶岩
が流れることによって，下の地層が溶岩の熱によって溶かされ
ることが成因だと推定されている．台地の南東縁（写真右）に
あるアリスタルコス（直径40km）は，約５億年の衝突によって
できた，中型クレーターとしては最も新しいものの１つである．
月はモノトーンの世界のように思われがちだが，HDTVはカ

ラーカメラなので月面の微妙な色の違いがわかる．表紙写真で
はアリスタルコスは青味を，アリスタルコス台地は赤味をおび
ており，周囲の海の溶岩も色の違いがあることがわかる．
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日本地質学会第115年総会開催について

2008年３月10日

日本地質学会　会長　木村　学

日本地質学会第115年総会を次の次第により開催いたします．

2008年5月25日（日） 17：30～19：00

会場　幕張メッセ　国際会議場（3F 303会議室）

１．開会

２．議長選出

３．議案

１号議案　2007年度事業経過報告

２号議案　2007年度決算報告

３号議案　選挙結果の報告

―――新旧役員の交代―――

４号議案　2008年度事業計画について

５号議案　2008年度予算案について

６号議案　名誉会員の推薦について

４．閉会

開催通知

１．会則第29条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります．ただし，会則第30条５項により，正

会員は総会に出席し，意見を述べることができます．

２．議案１号～３号までは，2007年度の役員および代議員により総会が運営されます．選挙結果の報告，承認の後

は，2007年度にて任期満了の役員，代議員は退任し，議案４号からは新年度の役員，代議員により総会が運営さ

れます．

３．新旧役員，代議員には別途，総会開催通知ならびに「総会の定足数等に関する細則」にもとづく議決権行使書。

委任状などを期日までにお送りいたします．ご都合で欠席される方は，議決権行使書または委任状を提出してく

ださい．

※なお，総会終了後同会場にて，2008年度第１回評議員会を開催予定です．



日本学術振興会は，我が国の学術研究の将

来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保

に資するため特別研究員制度を実施しており

ます．この特別研究員制度の一環として，学

術研究分野における男女共同参画を推進する

観点も踏まえ，優れた若手研究者が出産・育

児による研究中断後に円滑に研究現場に復帰

する環境を整備するため，研究奨励金を一定

期間支給し，研究活動再開を支援する特別研

究員-RPDを平成18年度に創設しました．

申請資格（募集要項p.1，「４．申請資格」）

大学院博士課程修了者等で，平成20年４月

１日から遡って過去５年以内に，出産または

子の養育のため，概ね３ヶ月以上やむを得ず

研究活動を中断した者．

採用期間　申請者が以下のいずれかを選択す

ることができます．

（1）平成21年４月１日から平成23年３月31日

までの２年間

（2）平成21年７月１日から平成23年６月30日

までの２年間

（3）平成21年 10月１日から平成23年９月30

日までの２年間

（4）平成22年１月１日から平成23年12月31日

までの２年間

申請受付期間

平成20年５月14日（水）～16日（金）（必着）

連絡先

独立行政法人日本学術振興会

研究者養成課　特別研究員-RPD募集担当

電話　03-3263-5070

http://www.jsps.go.jp/j-pd/index.html

日本学術振興会は，我が国の学術研究の将

来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保

に資するため特別研究員制度を実施しており

ます.

平成21年度男採用分特別研究員に係る主な変

更点

・年齢要件の改定　医学，歯学または獣医学

を履修する４年生の博士課程を修了，ある

日本学術振興会平成21年度採用
分特別研究員募集

三朝国際インターンプログラムは，国際研

究・教育の推進を目的に，国内外からの学部

３・４年生並びに修士課程学生（国籍は問わ

ない）を対象として2005年より継続的に開催

されています．2008年においても７月１日

（火）～８月８日（金）の約６週間にわたり実

施いたします．参加者はそれぞれ教員並びに

その研究グループによる指導のもと，当研究

センターが推進している1）地球惑星化学・

年代学（ICP-MS，TIMS，SIMS，XRF等を

用いた地球惑星物質の元素・同位体測定等），

2）高圧実験科学・鉱物物理学（マルチアン

ビル装置を用いた高圧実験，相平衡，電気伝

導度，弾性，塑性的性質測定等）3）高圧結

晶化学・マグマ学（DAC，マルチアンビル

装置，ガス圧装置等を用いた高圧実験，

NMR，Raman，IR分光法測定，MD計算，

第一原理計算等）に関する最先端研究プロ

ジェクトに実際に参加していただきます．プ

ログラム終了時には，英語による研究成果発

表の実施を予定しています．このプログラム

を通して，高度な実験・分析技術に触れるの

みでなく，研究者としての経験や最先端研究

への情熱が育まれることを期待しています．

実施期間：2008年７月１日（月）

～８月８日（金）（約６週間）

募集人員：15名程度

サポート：旅費及び滞在費は全額負担しま

す．

応募条件：地球科学または関連分野（物理，

化学，材料科学等）専攻の学部３・４年生

または修士学生（国籍は問わない）．また

英語によるコミュニケーションに充分な意

欲があること．

応募締切：2008年４月15日（木）必着

決定通知：５月上旬

応募書類のダウンロード・書類送付先は，

MISIP2008ホームページをご参照下さい．

問い合わせ先：

岡山大学地球物質科学研究センター

薛献宇　准教授

E-mail：xianyu@misasa.okayama-u.ac.jp

MISIP2008（日本語サイト）：

http://www.misasa.okayama-u.ac.jp/MISIP/

2008/index_j.html

いは在学している者について，臨床研究期

間におって，申請可能な年齢上限を変更し

ています．

・PD申請に係わる博士の学位取得要件の改

定　博士の学位取得後６年未満の者に変更

しています．

・人文学または社会科学分野における博士の

学位未取得者のPD採用について　平成21年

度以降にPD採用となる人文学または社会科

学分野の学位未取得者（単位修得済満期退

学者）の研究奨励金額が変更になります．

・特別研究員採用経験者の再申請要件の改定

特別研究員-DC1または特別研究員-DC2採

用経験者の特別研究員-PDへの再申請要件

が変更になります．

注：改定点の詳細については「平成21年度採

用分募集要項」の別添「特別研究員申請

資格等の改定について」をご参照下さい．

申請受付期間

平成20年６月４日（水）～６日（金）（必着）

申請書類提出先

独立行政法人日本学術振興会

研究者養成課　特別研究員担当募集担当

電話　03-3263-5070

http://www.jsps.go.jp/j-pd/index.html
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三朝国際インターンプログラム
2008参加者募集

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

日本学術振興会平成21年度採用
分特別研究員-RPD募集

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

第48回（平成19年度）東レ科学技
術研究助成決定：加藤泰浩会員

本会から推薦され

た加藤泰浩会員（東

大）が，東レ科学技

術研究助成を受領す

ることが決定しまし

た．研究課題は，

「同位体を指標とする固体地球の応答の解

明」です．

日本地質学会からご推薦いただき，東レ

科学技術研究助成を受けることになりまし

た．この助成は，物理，生物（医学），化

学などのあらゆる研究分野から推薦された

研究者間で争われるものであり，今回受賞

できたことは研究者として非常に光栄なこ

とです．私の研究テーマは，「大気CO2濃

度の上昇に対する固体地球の応答の解明」

というものです．106yrを超えるタイムス

ケールでは，大陸地殻を構成するケイ酸塩

鉱物の化学的風化作用が大気CO2濃度をコ

ントロールしていると考えられています

が，それよりも短いタイムスケールでも固

体地球の応答が起こっている可能性があり

ます．104-105yrで寒冷と温暖を繰り返した

第四紀の海底堆積物中のOs同位体比組成

を解析することにより，固体地球の応答の

タイムスケールを解明できると考えていま

す．それにより，大気CO2問題に対して

我々人類が対処すべきタイムスケールが明

らかになるはずです．



第９章　地下水と水質

第10章　河套平野西部域の地下水ヒ素汚

染

第11章　ヒ素の起源と地下水への溶出機

構

第12章　河套平野の改水事業

第13章　汚染地下水の浄化法

まとめ

文献

Summary

あとがき

これをみても分かるように，本書は河套平

野の気候や地形，地質から地下水の水質，地

下水ヒ素汚染による被害状況，さらには安全

な飲料水確保のための事業や汚染地下水の浄

化方法まで総合的にカバーしており，AAN

や社会からの期待に応えた内容となっていま

す．

本書を開いてまず目に飛び込むのが，日本

とは全く異なる風景の現地写真と，ヒ素中毒

症のショッキングなカラー写真です．また，

本文中には各所に分かりやすい図表や現地写

真が載せられており，内蒙古での地下水ヒ素

汚染問題の実態と地質学的背景を知るために

役に立ちます．内蒙古ではヒ素以外にもフッ

素による健康障害が問題となっていますが，

その情報も本書から得ることができます．さ

らに，本書では，自然環境や社会環境が大き

く異なる内蒙古で実施された地道な現地調査

や観測結果をもとに，ヒ素汚染地域と非汚染

地域の地下地質や地下水の比較検討を行い，

ヒ素の起源や地下水への溶出機構について内

蒙古地域の特徴を論じています．

ヒ素による地下水汚染問題は，インドやバ

ングラデシュをはじめ世界各地で大きな社会

問題となっており，その調査や対策が各地で

進められています．しかし，それぞれの汚染

地域が広範囲におよび，しかも汚染地域の自

然条件や社会条件が各地で大きく異なるた

め，地域ごとの地下水ヒ素汚染の全体像や特

徴を把握することがなかなか難しいのが実情

です．そうしたときに，内蒙古グループが本

書により中国内蒙古自治区河套平野の地下水

ヒ素汚染について体系的かつ総合的に研究成

果をとりまとめたことは，学術面だけではな

く社会への貢献としても高く評価されます．

世界各地のヒ素汚染問題の解決のために

は，私たち地質学の専門家だけではなく幅広

い分野の専門家の協力が不可欠ですが，本書

はそうした各地での取り組みに大いに役立つ

と思います．ぜひ，多くの人が本書をお読み

になることをお薦めします．なお，本書は一

般書店では販売していないので，入手希望の

場合は地学団体研究会事務局（E-ma i l :

chidanken@tokyo.email.ne.jp）に問い合わせ

てください．

（柴崎直明）

本書は，内蒙古地下水ヒ素汚染研究グルー

プ（以下，内蒙古グループと略します）が，

1998年から2004年にかけて中国内蒙古自治区

河套平野で行った地下水ヒ素汚染の現地調査

とその後の室内研究の成果をとりまとめたも

のです．内蒙古グループは，応用地質研究会

やアジア砒素ネットワーク（AAN）に所属

するコンサルタント技術者や医療関係者，大

学研究者をはじめ，日中両国の幅広い分野の

関係者で構成されている研究グループです．

内蒙古グループの活動は，アジア各地の地下

水ヒ素汚染問題に取り組んでいるAANから，

「地下水・地質の専門的立場からの協力」を

依頼されて始まりました．まさに，地下水や

地質学に携わる専門家が社会からの要請を受

けて開始した調査・研究と言えるでしょう．

本書は，次の内容で構成されています．

第１章　まえがき

第２章　河套平野の位置と気候

第３章　河套平野と周辺の地形

第４章　河套平野の地下水位と地下水ヒ

素汚染の概略

第５章　内蒙古の飲料水ヒ素汚染による

被害状況

第６章　河套平野および周辺の地質

第７章　地下地質

第８章　堆積物の鉱物・化学組成

この本の著者は，1960年代から地球膨張説

をとなえており，これまでにも自説について

いく冊もの著作をおおやけにしている．ここ

で紹介するのは，著者のもっとも新しい著書

である．地球膨張説というと，それだけで関

心を示さない人が少なくないかもしれない．

しかしこの本は，著者のこれまでの見解を簡

潔にまとめると同時に，著者の日本列島の構

造発達についての見解を，大きなページ数を

とって述べてあり，後のことだけをとりあげ

ても，ひじょうに興味深い内容となっている．

まず大項目について目次をあげておく．

Part I History of the earth（p.1～10）

（1. Accumulation of the chondrites, 2. The

granitic stage, 3. The transitional stage, 4.

The basaltic stage）

Part II The geological concept of sea

level（p.11～76）（1. The significance of sea

level, 2. Indications of a palaeo-sea level, 3.

Eustacy, 4. Transgression and regression,

5. Crustal uplift and subsidence, 6.

Subsidence and sedimentation, 7. Platform

and geosyncline）

Part III Geology of Southwest Japanese

Islands（p.77～148）（1. Central platform of

the Japan Basin, 2. Geological division of

Southwest Japanese  Islands, 3. Three

Variscan ophiolite zones in the Southwest

Japanese Islands, 4. The first granite of

Southwest Japanese Islands in the basaltic

stage, 5. Secondary granitic activity in the
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地団研専報56
中国内蒙古河套平野の
地下水ヒ素汚染

内蒙古地下水ヒ素汚染
研究グループ　著

地学団体研究会，2007年12月発行，

A４版，125ページ，ISSN 0912-5760，

頒布価格1,500円（送料290円）

紹　介 CRUSTAL DEVELOPMENT
AND SEA LEVEL, 

with special reference to 
the geological development
of Southwest Japan and

adjacent seas.

Michihei HOSHINO

イー・ジー・サービス出版部，

2007年12月発行，菊版，199ページ，

ISBN 978-4-99039500-0-1，

定価5,000円（税別）



唆されている．

また，グリーンタフ，黒鉱，グリーンタフ

地域の花崗岩類，などは，バリスカン造山運

動の再生とみることが可能である．また，

フォッサマグナは伊豆－小笠原弧の原生代末

期のリフト帯の延長とみなされている．

以上に，本書で述べられたもっぱら結論的

部分をいくつかあげたが，このように考える

根拠については，多くの資料や文献にもとづ

いていることは言うまでもない．ただし著者

も試論とことわっているわけだから，今後の

課題も多く，異論もまた多いと思われる．そ

れでもこうした見解が，日本だけでなく，東

アジア地域はもちろん，その他の地球上の地

域の運動や現象とも関連して考察されている

ことは，たいへん重要である．残念なことと

いえば，ひじょうに豊富な内容であるのに，

図や表が少ないと思われる点である．

紹介者はこれまでに，著者のとなえる地球

膨張説ついてごく大まかにしか承知していな

かったので，本書を読むのにいささか苦労し

た．しかし読んでみると，上にあげた例にか

ぎらず，注目をひく解釈が多い．プレート説

はもちろん，どの構造発達説を支持するにせ

よ，地球や日本列島の発達史に関心をもって

いる人に，おすすめしたい好著である．

（武井 朔）

地球温暖化問題は早くも深刻化し始めた．

まさに地質学に関心を持つ我々にとって重要

な時期になってきた．とくに，46億年の地球

史の中では，この温暖化に関連した生物の進

化問題は極めて重要である．このような大問

basaltic stage, 6. Revival of the Variscan

orogeny in the Middle Miocene, 7. Fossa

Magna, 8. History of the Sea of Japan from

stand point of a rising sea level, 9. Some

problems in the Quaternary Perid）

Concluding Remarks（p.149～153）

以上のうち前半にあたるPart IとIIは，つ

づくPart IIIを読むための序章であると同時

に，著者の地球膨張説をてばやく知るために，

たいへん役立つ部分となっている．周知のこ

とと思われるが，地球生成後のこれまでの発

達段階を，花崗岩時代（始生代），漸移時代

（原生代・古生代），および玄武岩時代（中生

代・新生代）に三分すること；地球膨張の大

きさは半径で約100kmであり，大膨張説のよ

うな大陸の分裂移動を考えないこと；古海面

の位置を考えるための根拠；　堆積地域は沈

降するのではなくて，周囲の地域が隆起する

ための相対的沈降地域であり，これと関連し

て海水面が上昇すること；などなど，地球膨

張説からみた海面変動を中心に，著者の基本

的見解がまとめて述べられている．

Part IIIは，地球膨張説からみた，西南日

本を中心とした地域の構造発達の主要点を検

討している．副題にもあるように，本書の主

体とみられ，ページ数も本書の約半分を占め

る．この部分は著者のエチュード（試論）と

されているが，とくにプレート説とは異なる

日本列島構造発達史として，たいへん関心を

ひく．そんなわけで，重要な，興味ぶかいこ

とがたくさん述べられており，すべてを紹介

しきれないが，次にいくつかをあげてみる．

著者は，玄武岩時代の日本列島の構造発達

を，つぎの五期に区分している．①レプト盆

地期（三畳紀～中期ジュラ紀），②第一花崗

岩期（後期ジュラ紀～前期白亜紀），③第二

花崗岩期（後期白亜紀～初期第三紀），④バ

リスカン造山運動復活期（漸新世～中期中新

世），⑤ネオテクトニクス期（最後期中新世

～更新世）．

①の時期には，西南日本は地向斜状態にあ

り，そのなかに飛騨外縁－丹波－三郡帯，御

荷鉾帯，および黒瀬川構造帯，の三つのオ

フィオライト帯が認められる．当時は日本海

地域は隆起地域であり，そのため南方への衝

上断層にともなって，これらのオフィオライ

ト帯が生じた．

花崗岩類についてみると，船津花崗岩類や

領家花崗岩類で代表される，三畳紀～初期白

亜紀の第一次のものと，濃飛流紋岩にともな

う花崗岩類や山陽花崗岩類，および四万十帯

にみられる花崗岩類などの，後期白亜紀～古

第三紀の第二次のものとに大別される．両者

は化学組成や鉱物組成に差異がみられるだけ

でなく，前者は東西方向の分布を示すのにた

いして，後者では南北方向の分布が顕著であ

る．

“付加帯”については，美濃－丹波帯では，

領家帯の隆起にともなう堆積物の北方への滑

動と考えられることが述べられている．四万

十帯についても，堆積物の滑動の可能性が示

題に関係する貴重な構想がここに紹介する生

物進化を中心にした新本「骨から見る生物の

進化」の中で行われている．本書は自然科

学・海洋生物学を専門とするジャン＝バティ

スト・ド・パナフィユーによってフランスの

パリで2007年にフランス語で出版され，それ

をフランス文学翻訳家吉田春美氏が訳し，さ

らに国立科学博物館名誉会員小畠郁夫氏が監

訳したものである．こうして本書は脊椎動物

たちがたどった数億年の進化の跡を中心に地

質学，古生物学，比較解剖学，生物学などの

観点から哺乳類，鳥類，爬虫類，魚類などに

ついて多彩な写真を用いて解説した写真集で

もある．こうして６章にわたる解説で本書は

貴重な大作になっており，写真による芸術性

も極めて高い．次に本書の内部構成を紹介し

たい．

序言：ジャン＝ピエール・ガスク（フランス

国立自然史博物館名誉教授）

はじめに：ジャン＝バティスト・ド・パナ

フィユー

第 I 章　体の構造：反復の技術 / 深いレベ

ルでの統一 / 骨の鎧 / ５本の指 / 巨人の問

題 / 小さい動物と大きい動物 / にせの魚 /

５つの綱の分裂 / 動物の構造

第II章　種の誕生：アテネ・ノクチュア / さ

まざまな違い / 交雑 / ３種類のクマ / カモ

メの環 / ネズミと人間 / スズメのくちば

し / 歓待の巣 / 走るサル

第III章　誘惑と淘汰：赤の女王 / 武器と装

飾 / いちばん有名な首 / 闘争の牙 / 死の前

の愛 / 角の数 / 骨の性別

第IV章　進化の手直し：一角獣の歯 / 角の

歯 / 前肢と翼とひれ / 最後の指 / ２種類の

パンダ / 海底のミュータント / 子どものま

まの大人

第V章　環境の力：空の征服者たち / 海の雌

牛 / 反芻動物の勝利 / 失われた肢 / アリを

食べる動物たち / 鏡の大陸 / 大きな頭蓋骨

第VI章　進化の時間: トキにとっての短い時

間 / 過去の姿 / 進化のパズル / コントロー

ルされた進化 / 人間の時間

付　録：分類 / 脊椎動物の系統発生図 / 用

語解説 / 参考文献 / 総索引 / 動物索引 / 標

本所在地

「序言」でジャン＝ピエール・ガスクは科学

の意義，科学的統一理論と進化論を登場させ

たチャールス・ダーウィンの考え方，それを

基本にする本書の特性を述べている．

「はじめに」の中で，ジャン＝バティスト・

ド・パナフィユーは人間が宇宙の法則を理解

し始めた歴史の中で進化論を重視している．

進化論の発展がヨーロッパ，とくにフランス

とイギリスから始まったとしている．その中

で1859年に発表したチャールス・ダーウィン

の「種の起源」を強調した．最後に馬に乗る

人の骸骨写真はビュフォン（1753）を彷彿と

させる．

「第 I 章　体の構造」の中では，先ず1555年

に出版したビュール・ヴロン（1517－64）の
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骨から見る生物の進化
EVOLUTION

ジャン＝バティスト・ド・
パナフィユー　著

パトリック・グリ　写真
グザヴィエ・バラル　編
フランス国立自然史博物館

小畠郁夫　監訳
吉田春美　訳

河出書房新社，2008年２月29日初版発行，

A２変型判（290×290ミリ），288ページ，

ISBN 978-4309-25217-9，定価8,800円（税

別）



JECO，などが上げられている．

以上の本書の特徴に加えて，出版社の河出

書房新社は　①複雑で優雅な動物を，高精度

印刷で鮮やかに再現，②写真資料としては前

例のない約200点の原生脊椎動物を収録，③

由緒あるフランス国際自然史博物館などの収

蔵標本，④化石だけでは分からない進化論の

体系的最前線，⑤さまざまな分野で利用が期

待できる基本図書，などを挙げている．

このように本書は進化論への理解を深めて

くれるとともに，これから地球温暖化問題に

貢献すべき我々にとって大きい参考資料を提

供してくれる．本書の一読を強くお勧めした

い理由である．

（岡田博有）

「鳥の自然史」と，その後の脊椎動物の研究

進展を紹介している．ここでは42ページの動

物写真を示している．

「第II章　種の誕生」では，チャールス・

ダーウィンの最初の著書「種の起源」の中で

始めて示した「進化」の考えを解説した．さ

らに種の進化について現在の見方を説明して

いる．ここでは19ページの動物写真をつけた．

「第III章　誘惑と淘汰」では，ダーウィンの

「種の起源」の中で示した動物の生活に関す

る自然淘汰の概念について多くの事例を挙げ

て解説している．27ページの動物写真をつけ

た．この最後の写真には骨の性別としてヒト

の男と女のHomo sapiensを示した．

「第IV章　進化の手直し」の中では，ダー

ウィンの進化論の手直しについて検討してい

る．その中には，脊椎動物の歯や肢の器官の

役わり，遺伝子の複写，進化発生学などの観

点がある．動物写真は51ページ．この欄の

151ページには本書の表層写真にしているア

メリカ産ガラガラヘビ，クロタルス

（Crotarus sp.）が示されている．

「第V章　環境の力」ここでは動物の生活環

境に示される生態系の要因を述べている．と

くに，この進化過程で地球の地質学的歴史に

おけるプレート・テクトニスの重要性が指摘

されている．ここでは55ページの動物写真を

つけている．

「第VI章　進化の時間」地球の歴史における

進化の重要性が述べられている．とくに,

ダーウィン理論に見られる進化のリズムが取

り上げられている．また，人類の進化につい

ての指摘は重要である．地球温暖化問題の中

での生態系の変化について，さらに人類がい

てもいなくても地球はもとの生物多様性を回

復するだろうと述べている．最後の「人間の

時間」ページで地球環境を支配してきた人類

の進化の時間を取り上げている．写真は13

ページ．

「付録」の最初のページとしての「分類」で

は動物の自然な分類になるように説明してい

る．「用語解説」は自然淘汰，小進化，進化

的放散，生態系，DNA，分類学，などを含

む43件の説明をしている．「参考文献」では，

チャールス・ダーウィンなど６人の日本語に

なった海外の著者名と60件の外国本からな

る．「標本所在地」には，フランス国立自然

史博物館，モナコ海洋博物館，マルセイユ自

然史博物館，トゥールーズ自然史博物館，フ

ランス国立獣医学校フラゴーナール博物館，
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『岩石物性入門』著者割引販売

『岩石物性入門』（Y.

ゲガーン・V. パル

シアウスカス著，西

澤　修・金川久一

訳 ， シ ュ プ リ ン

ガー・ジャパン．A

５版348頁，税込定

価3,990円，ISBN：

978-4-431-71200-8）

が出版されました．

岩石物性を体系的に記述した入門書で，物

理探査に関係する方々には有用と思いま

す．詳細は下記HPを参照下さい．http://

www.springer.jp/japan/astronomy/j7120

0.html

著訳者割引（税込み3,192円）による購

入が可能です．購入希望の方は，氏名と送

付先を明記の上，＜kyu_kanagawa@

faculty.chiba-u.jp＞までお申し込み下さ

い．シュプリンガー・ジャパンから直接郵

送されます（送料無料）．支払いは現品到

着後の後払い（請求書類一式・郵便振込用

紙同封）で，クレジットカードでの支払い

も可能（同封書類に記入欄あり）です．

※注文は随時受け付けますが，注文されて

から本が届くまで３～10日間ほどかかる

ことをご了承下さい．

お知らせ

日本
学術会議
ニュース・メール
No.117

No.119より

●対外報告「我が国における研究評価の現

状とその在り方について」の公表（ご報

告）

第51回幹事会（２月14日開催）において，

以下の対外報告が承認され，２月26日に公

表しました．

本報告では，科学者の視点から現在の評

価の問題点を指摘し，研究課題に応じた評

価方法の選択や第三者評価の必要性等につ

いて提言しています．報告全文は，日本学

術会議HPの以下のURLで御覧いただけま

す．

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/

pdf/kohyo-20-t51-3.pdf

【お問い合わせ先】

日本学術会議事務局参事官

（審議第二担当）付

Tel：03-3403-1056

FAX：03-3403-1640

E-mail：s254@scj.go.jp

●シンポジウム「地球環境の変動　科学の

目で見るその面白さ」の開催（ご案内）

「地球惑星科学は，地球の環境変動につ

いて，過去に起きた多様な変動，その原因，

現在社会的に関心のもたれている変動の仕

組み，人間社会の対応，その将来などにつ

いてきわめて多様な研究を進めている．こ

れを高校生，一般の人に広く紹介し，自然

環境の変動のしくみのおもしろさの理解を

進める．

日時：平成20年３月21日（金）

10：00～17：00

会場：日本学術会議講堂（東京都港区六本

木7-22-34）

演者：井田　　茂（東京工業大学教授）

丸山　茂徳（東京工業大学教授）

阿部　彩子（東京大学準教授）

横山　祐典（東京大学準教授）ほか

主催：日本学術会議地球惑星科学委員会

後援：日本地球惑星科学連合

詳細については，http://www.scj.go.jp/

ja/event/pdf/50-s-3-5.pdfを御覧ください．

【お問い合わせ先】

東京大学地球惑星科学専攻　永原裕子

E-mail：hiroko@eps.s.u-tokyo.ac.jp

学術会議ニュースメールについては、以

下のサイトから全文がご覧いただけます．

http://www.scj.go.jp/ja/info/news/index.

html

日本学術会議から
配信されるニュー
スメールを抜粋し
てお知らせしてい
ます．
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東地方の地質」
６月８日（日）10：00～17：00
会場：早稲田大学国際会議場第１会議室
http://kanto.geosociety.jp/

◯第18回日本情報地質学会総会・講
演会
６月21日（木）～22日（金）
（23日に見学会：石見銀山）
場所：島根県民会館（大会議室）
http://www.jsgi.org/

◯地質学史懇話会
６月22日（日） 13：00～17：00
場所：北とぴあ９階902号室（JR京浜東北線
王子駅下車３分）
上杉　陽：富士山宝永噴火
沓掛俊夫：弘法大師の地質観、自然観

★中部支部年会
６月28日（土）～29日（日）
28日：総会・シンポジウム「歪み集中帯とフ
ォッサマグナ」
29日：地質見学（未定）
会場：新潟大学五十嵐キャンパス
http://www.geosociety.jp

月　July
◯日本古生物学会2008年年会・総会
７月４日（金）～６日（日）
場所：東北大学（宮城県仙台市）
講演申込・講演予稿締切：４月25日（金）必
着
http://wwwsoc.nii.ac.jp/psj5/index.html

月　August
◯Internatinal Geological Congress
OSLO 2008（The 33rd IGC）
８月６日（水）～14日（木）
http://www.33igc.org/

◯第２回国際地学オリンピック
８月31日（日）～９月７日（日）
場所：フィリピン共和国
http://www.jpgu.org/ieso/

◯6th International Conference on
Asian Marine Geology
－Asian Waters explored by advanced

research of 21st Century－
８月29日（金）～９月１日（月）
場所：高知市
http://ofgs.ori.u-tokyo.ac.jp/ICAMG6/

月　September
◯第12回岩の力学国内シンポジウム
９月２日（火）～４日（木）
会場：山口大学工学部（山口県宇部市）
講演原稿提出期限：５月16日（金）

http://www.mmij-kyushu.com/JROCK2008/

◯土木学会第63回年次学術講演会
９月10日（水）～12日（金）
場所：東北大学川内北キャンパス

http://www.jsce.or.jp/committee/zenkoku/

9

8

7

2008.3～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

☆印は，日本地質学会行事．

2008年
月　March

◯第42回日本水環境学会年会
３月19日（水）～21日（金）
会場：名古屋大学
http://www.jswe.or.jp/

◯日本地理学会2008年春季学術大会
３月29日（土）～31日（月）
会場：獨協大学（埼玉県草加市）
http://wwwsoc.nii.ac.jp/ajg/

月　April
◯日本堆積学会2008年弘前大会
４月25日（金）～29日（火・祝）
会場：弘前大学創立50周年記念館
http://sediment.jp/

月　May
◯2008年度北海道支部総会・個人講
演会・地質学講演会
５月10日（土）地質の日
場所：北海道大学理学部大講堂（予定）
地質学講演会「知られざるシレトコ－知床半
島の地質－」
http://www.geosociety.jp/outline/content00
23.html

★関東支部箱根火山見学会
５月17日（土）～18日（日）（１泊２日）
応募受付期間
３月18日（火）～４月18日（金）
http://kanto.geosociety.jp/

◯日本地下水学会2008年春季講演会
５月24日（土）
会場：東京農工大学農学部（府中キャンパス）

http://www.groundwater.jp/jagh/

★日本地質学会第115年代議員総会
５月25日（日）予定
会場：幕張メッセ国際会議場

http://www.geosociety.jp/outline/content00
17.html

◯日本地球惑星科学連合2008年大会
５月25日（日）～30日（金）

会場：幕張メッセ国際会議場
http://ww.jpgu.org

月　June
★関東支部　第２回研究発表会「関
6

5

4

3

h20/index.html

★日本地質学会第115年学術大会
９月20日（土）～22日（月）
場所：秋田大学
http://www.geosociety.jp

CAL E NDAR

IYPE・地質の日関連行事

◯宮澤賢治ジオツア－

地質情報整備・活用機構（GUPI） 主催

日程　2008年５月17日（土）～18日（日）

（定員になり次第締切）

案内　加藤碵一（産業技術総合研究所）

詳しくは，

http://www.gupi.jp/kenji/kenji-tour.pdf

●地質技術伝承講習会：地質技師長が語る

地質工学余話シリーズ

日本地質学会関東支部　主催

第１回　トンネル地質学

講師　石井正之（明治コンサルタント株式

会社　技師長）

日時　2008年４月19日（土）

会場　国立科学博物館（参加費無料）

詳しくは，http://kanto.geosociety.jp/

●第２回研究発表会「関東地方の地質」

日本地質学会関東支部　主催

日時　2008年６月８日（日）

会場　早稲田大学国際会議場　第１会議室

詳しくは，http://kanto.geosociety.jp/

●箱根火山見学会

日本地質学会関東支部　主催

日程　2008年５月中旬～下旬（土日）

１泊２日

講師　高橋正樹（日本大学文理学部）

詳しくは，http://kanto.geosociety.jp/

●2008年度北海道支部総会・個人講演会・

地質学講演会

日本地質学会北海道支部　主催

日時：2008年５月10日（土）地質の日

場所：北海道大学理学部大講堂（予定）

講演会「知られざるシレトコ

-知床半島の地質-」

詳しくは，http://geosociety.jp/

このほかにも地質の日に関連した行事が

多数企画されています．詳しくは，

http://www.gsj.jp/geologyday/event.html

をご参照下さい．

※●印は，学会が主催する行事です．
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1.（Pictorial）

Textural varieties in the Indochinese metamorphic rocks: A

key for understanding Asian tectonics

Nobuhiko Nakano, Yasuhito Osanai and Masaaki Owada,

インドシナ地域に認められる変成岩組織の多様性：アジア大陸形成

テクトニクス解明への鍵

中野伸彦，小山内康人，大和田正明

2. Geology, ore deposits, and hydrothermal venting in Bahía

Concepción, Baja California Sur, Mexico

Antoni Camprubí, Carles Canet, Augusto A. Rodríguez-Díaz, Rosa

M. Prol-Ledesma, David Blanco-Florido, Ruth E. Villanueva and

Abigail López-Sánchez

メキシコBaja California Sur州Concepción湾周辺の地質，鉱床お

よび熱水噴出孔

Concepción湾はバジャカリフォルニア半島の東岸に位置し，12

～６Maのリフト活動にともなって形成された北西―南東方向の正

断層に沿って分布する．主に島弧由来の漸新世～中新世の

Comondú層群が露出しており，これは当地域のカルクアルカリ火

山岩や火山砕屑岩シーケンスの主要部分を構成している．また，鮮

新世～第四紀の堆積岩，溶岩流，ドームや火山砕屑物も少量みられ

る．この地域の新第三紀火山活動は大陸の伸張とその後の海盆の拡

大の影響により，島弧型からプレート内部型へと変化している．本

地域には多くのMn鉱床がみられるが，これらは脈状，角礫状，あ

るいはstockworkとして産出し，Mn酸化物（pyro lus i t e，

coronadite，romanechite），ドロマイト，石英，バライトからなる．

この鉱床はComondú層群の火山岩および局所的に鮮新世の堆積岩

に胚胎されることから，中新世中期から鮮新世にかけて形成された

と考えられる．この鉱化帯は上述の正断層系に沿って形成されてお

り．これはEl Boleo地域のCu-Co-Zn-Mn鉱床の特徴と類似している．

湾周辺の陸上や海底には多数の温泉が存在するが，これらもまた同

様の断層系の存在と密接に関連している．湾の南側での陸上および

海底における高い地温は，最近の火山活動によるものであると考え

られ，湾内においても潮間帯の温泉や浅海での熱水噴出により高い

地温が確認されている．海底の噴出孔（深さ５～15m，87℃）の周

辺では，オキシ水酸化鉄の周囲に沈積した黄鉄鉱と辰砂が確認され

ている．一方，潮間帯の噴出孔（62℃）では，オパール，方解石，

バライトおよびBaに富むMn酸化物が集合体を形成しており，その

表面はケイ酸塩―炭酸塩ストロマトライト様の温泉華によって覆わ

れている．付近には，玉髄，方解石，バライトによって形成された，

厚さ約10～30cmの殻皮状形の脈もみられる．熱水の同位体組成を

測定したところ，天水の高いd18O値と噴出口周辺の海水の値との混

合値が得られた．以上の結果から，現在の噴出孔周辺にみられる

Baに富むMn酸化物の沈積は，中新世～鮮新世に形成された熱水性

Mn鉱床の形成過程を示していると考えられる．

Key words : crustal extension, Gulf of California, Manganese,

shallow submarine vents,volcanism.

3. Geochemistry, K-Ar geochronology and Sr-Nd-Pb isotope

compositions of pitchstone in Gohado, southwestern Okcheon

Belt, South Korea

Cheong-Bin Kim, V.J. Rajesh and M. Santosh

韓国沃川帯南部，ゴハドのピッチストーンの地球化学，K-Ar年代

およびSr-Nd-Pb同位体組成

韓国沃川帯南西部のゴハド地域（訳者注：木浦（モッポ）近郊の

島）の白亜紀後期の火山礫凝灰岩と流紋岩中に貫入した岩株として

産する塊状のピッチストーン（火山ガラス，松脂岩）の地球化学，

Sr-Nd-Pb同位体の特徴，そしてK-Ar年代を報告する．このピッチ

ストーンは非常に分化していて，SiO2は72～73wt％であり，

K2O/Na2O比は1.04～1.23で，MgO/FeOt比が低い（0.17-0.20）．こ

のピッチストーンはややアルミナの過剰があり，ASI値（Al2O3/

（Na2O+K2O+CaO）モル比）は1.1よりもかなり低い．またこの

ピッチストーンは一般的なカルクアルカリ岩の特徴を示しアルカリ

含有量が多い．希土類（REE）組成は中程度に分化した性質を示

し，（La/Yb）N比は11～16である．コンドライトで規格化したREE

パターンは重希土に対して軽希土の濃集を示し，中程度のEu異常

を示す（Eu/Eu＊は0.53～0.57の間で変化）．始原マントルで規格化

した微量元素図においては顕著なNbの負異常が観察され，これは

沈み込みに関連したマグマおよび地殻起源の花崗岩に特徴的であ

る．これらは全て陸弧起源のIタイプ花崗岩の特徴である．この

ピッチストーンはZr含有量が98.5～103.5ppmであり，ジルコン温度

計は749-755℃（中央値752℃）を与える．代表的なピッチストーン

標本のK-Ar年代測定により58.7±2.3と62.4±2.1Maの年代が得られ，

その平均は61Maである．この岩石はほぼ一定の87Sr/86Sr同位体初

生比（0.7104～0.7106）を示し，143Nd/144Nd初生比も0.5120の一定

値を示す．これらの岩石のεNd（61 Ma）値は－12である．枯渇マ

ントルモデル年代（TDM）は1.54～1.57 Gaの間である．鉛同位体

比は206Pb/204Pb＝18.522-18.552，207Pb/204Pb＝15.642-15.680，そして
208Pb/204Pb＝38.794-38.923である．これらの鉛同位体比はゴハドの

ピッチストーンが陸弧の環境で，多分苦鉄質ないし中間質の，1.54

～1.57Gaの年代をもつ下部地殻物質の部分溶融によって形成された

ことを示唆する．

Key words : continental arc, Okcheon Belt, pitchstone, South

Korea, Sr-Nd-Pb isotope.

4. Ductile deformation and development of andalusite

microstructures in the Hongusan area: Constraints on the

metamorphism and tectonics of the Ryoke Belt

Yoko Adachi and Simon R. Wallis

本宮山地域の塑性変形と紅柱石微細構造の発達：領家帯の変成作用

日本地質学会News 11（３）8

Islands Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 17 Issue１が2008年３月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．全文は

オンライン（http://www. blackwell-synergy.com）

で無料閲覧できますので，是非ご覧下さい．

（Island Arc連絡調整委員会）

Vol.17, Issue 1 要旨



とテクトニクスへの制約

足立容子，Simon R. Wallis

領家帯本宮山地域には変化に富む紅柱石微細構造が見られること

が以前より知られている．この多様な紅柱石組織の成因を解くため，

露頭レベルの変形構造から，微細構造，微細組織と全岩化学組成の

関係を調査した．結果，複雑に見える紅柱石組織は，領家帯の広域

変成作用時と近傍の花崗岩による接触変成作用時の二段階の昇温と

広域変形時期の関係および全岩化学組成が連関して生じたものであ

ることが判明した．また，広域変成作用から約10Myの時間間隔を

置いた花崗岩の貫入が非常に広い接触変成帯を持っていることが明

らかとなり，これは領家変成作用の及ぼした地殻熱環境の変遷を解

明するための有効な制約条件となるであろう．

Key words : microstructures, Ryoke metamorphic belt, tectonics,

whole-rock chemical compositions.

5. Paleostress reconstructions based on calcite twins in the

Joseon Supergroup, northeastern Ogcheon Belt（South Korea）

Jun-Mo Kim, Bo-An Jang, Yuzo Obara and Seong-Seung Kang, 

韓国の沃川褶曲帯東北部地域の朝鮮累層群に分布する方解石双晶の

分析による古応力の推定

金準模，張普安，尾原祐三，姜聲承

韓国の沃川褶曲帯東北部地域の朝鮮累層群に分布する方解石双晶

の測定を行い，堤川-丹陽地域の古応力の推定を行った．具体的に

は，堤川-丹陽地域で得られた方解石の双晶の方向，個数，厚さ，c-

軸などを測定し，CSG法（Calcite Strain Gauge Technique）を用

いて双晶の平均厚さ，平均密度，全体ひずみ，主ひずみと主方向を

評価するとともに，双晶が生成された温度を推定した．さらに，最

大圧縮方向は，時代とともに北東―南西から北北西─南南東あるい

は北西─南東，最後に北─南に変化したことを示し，この三つの方

向は，それぞれ古生代からジュラ初期の松林造山運動（Songrim

orogeny），ジュラ初期からジュラ古期の大宝造山運動（Daebo

orogeny），白亜紀の佛国寺造山運動（Bulgugsa orogeny）と関連

があると推論した．

Key words : calcite twin, Jecheon-Danyang, maximum shortening

axis, Ogcheon Belt, paleostress.

6. Evolution of West Rota Volcano, an extinct submarine

volcano in the southern Mariana Arc: Evidence from sea

floor morphology, remotely operated vehicle observations,

and 40Ar/39Ar geochronological studies

Robert J. Stern, Yoshihiko Tamura, Robert W. Embley, Osamu

Ishizuka, Susan G. Merle, Neil K. Basu, Hiroshi Kawabata and

Sherman H. Bloomer,

南部マリアナ弧・西ロタ海底火山の発達過程：海底地形，無人潜水

艇による調査およびアルゴン年代からの証拠

Robert Stern，田村芳彦，Robert J. Embley，石塚　治，Susan G.

Merle，Neil K. Basu，川畑　博 and Sherman H. Bloomer，

3000kmに及ぶ伊豆小笠原マリアナ弧は典型的な海洋性島弧であ

る．海洋性島弧における流紋岩の成因は大陸地殻の成因と密接な関

わりを持っている．西ロタ火山（West Rota Volcano）はマリアナ

弧南部ロタ島の40km西北西，現在噴火を続けているNW Rota-1の

30km南に位置する海底カルデラ火山である．伊豆弧の北部のスミ

スカルデラとほぼ同様なカルデラを持ち，玄武岩から流紋岩の多様

なマグマを噴出している．無人潜水艇による詳細な観察と採取され

た岩石の分析により，このカルデラの活動時期と噴火様式が明らか

になってきた．55万年～35万年前に安山岩質の成層火山として成長

した西ロタ火山であったが，4-6万年前に流紋岩質の海底巨大噴火

により海底カルデラを形成した．その後静かな噴火により２mに及

ぶユニークな巨大流紋岩軽石を噴火し，玄武岩質の寄生火山を生じ

ている．流紋岩の生成，カルデラの形成と南部マリアナの正断層，

および地殻構造との関係も示唆された．

Key words : bimodal magmatism, hydrothermal mineralization,

Mariana Arc, pumice, Quaternary volcano, submarine caldera.

7. Sr-Nd isotopes and geochemistry of the infrastructural

rocks in the Meatiq and Hafafit core complexes, Eastern

Desert, Egypt: Evidences for involvement of pre-

Neoproterozoic crust in the growth of Arabian-Nubian Shield

Ali A. Khudeir, Mohamed Ali Abu El-Rus, Samir El-Gaby, Osman

El-Nady and Wagih W. Bishara

エジプトの東砂漠に分布するMeatiqとHafafitコアコンプレックス

の基盤岩のSr-Nd同位体と地球化学的特徴：原生代後期以前の地殻

がArabian-Nubian楯状地の形成に関与した証拠

MeatiqとHafafitコアコンプレックスはエジプトの東砂漠に分布

する広域的なドーム型上昇地域（swell）であり，これらのswellは

二つの異なる主要構造層序学的ユニットからなる．構造的に下位の

ユニットは局所的に脆性変形を被った片麻岩質花崗岩及び高変成片

麻岩と片岩からなる．構造的に上位のユニットはパンアフリカンの

オフィオライト質メランジュナップからなる．これらの二つのユ

ニットの境界は低角主衝上断層であり，マイロナイトは境界にそっ

て発達している．主要元素及び微量元素の分析データは片麻岩質花

崗岩が火山弧あるいはプレート内部起源のものであることを示唆す

る．一方，全ての片麻岩質花崗岩及び上部ユニットの岩石は低いSr

の初生値（Sri）（＜0.7027），また正のeNd（t）値（＋4.9 to ＋10.3）

及び原生代後期のNdモデル年代を示す（片麻岩質花崗岩試料では，

TDM＝592-831Ma）．これらの値は比較的に若いとされるArabian-

Nubian楯状地の他の地域で得られた値と調和的であるものの，片

麻岩質花崗岩のεNd（t）値及び一部の不適合元素比を説明するため

に，マントル起源のみならず，より古い大陸地殻の影響も考えざる

を得ない．著者の地質学的，Sr-Nd同位体及び地球化学的データと

既存のジルコン形成年代を考え合わせると，東砂漠には原生代後期

より古い，800Maまでに分裂した大陸地殻が存在したと推測される．

後のリフトの形成やその他のイベントによって，海洋地殻が形成さ

れ，リフトから離れた大陸地殻にはプレート内部アルカリ玄武岩貫

入した．これらの玄武岩質マグマの貫入は古い大陸の下部地殻にお

ける溶融を誘発した可能性があり，700Ma-626Maの間に貫入した

花崗岩体はこのように形成したことも考えられる．古い大陸に分布

する花崗岩体およびその他の岩石はパンアフリカンナップのover

thrustingによって変形を被っており，この変形は東部ゴンドワナ

ランドと西部ゴンドワナランドの間の斜め収束に起因するであろ

う．Meatiq地域とHafafit地域，両方のコアコンプレックスに分布

する片麻岩質花崗岩のRb-Sr同位体値は619±25Maのアイソクロン

年代を示し，そのSriは0.7009±0.0017であり，またMSWDは2.0であ

る．この年代はパンアフリカンのナップ形成・移動の時期を現して

いると著者は解釈する．NW-SE軸を持つMeatiqとHafafit 複背斜は

継続した東・西部ゴンドワナランドの間の斜め収束に起因する可能

性がある．

Key words : anticlinorium, core complexes, Gondwanaland,

infrastructural rocks, island arc, juvenile crust, Nd model age,
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Pan-African orogeny, pre-Neoproterozoic crust.

8. Thermal maturity assessment of the Upper Triassic to

Lower Jurassic Nampo Group, mid-west Korea:

Reconstruction of thermal history

Kosuke Egawa and Yong Il Lee,

韓国中西部・上部三畳～下部ジュラ系藍浦層群の熱熟成度評価と熱

史復元

江川浩輔，Yong Il Lee

韓国中西部に位置する忠南盆地の上部三畳～下部ジュラ系藍浦層

群の熱史を明らかにするため，イライト結晶度の測定および砂岩の

顕鏡観察が行なわれた．藍浦層群は，変無煙炭に富む非海成堆積岩

類から成る．同層群の構造的上位には，衝上断層を挟んで基盤岩類

が分布する．イライト結晶度は，アンチゾーンからエピゾーンへと，

下部ほど高くなる傾向を示し，埋没変成作用を示唆する．また，下

部ほど砕屑粒子の変形度が高くなり，最下部層では延性変形組織が

観察される．得られたイライト結晶度に基づくと，最深埋没時の温

度は約340℃，埋没深度は約10kmと推定され，観察結果と一致する．

忠南盆地やその周辺に藍浦層群より若い堆積岩類が分布しないこと

から，同層群の深部埋没作用は，ジュラ紀大宝造山運動時に生じた

基盤岩類の衝上断層運動によるテクトニックな荷重に起因すると考

えられる．その後の熱水変成作用により，地域的なイライト結晶度

の異常や変無煙炭化が促進された．

Key words : Daebo orogeny, Early Mesozoic, illite crystallinity,

Nampo Group, sandstone petrography, South Korea, thermal

history.

9. Paleocene large-scale normal faulting along the Median

Tectonic Line, western Shikoku, Japan

Yasu’uchi Kubota and Toru Takeshita

四国西部，中央構造線沿いの暁新世の大規模正断層運動

窪田安打，竹下　徹

西南日本の中央構造線（MTL）は，三波川変成岩類と上部白亜

系和泉層群の境界断層として定義され，両者の接合は和泉層群の堆

積後に生じた．筆者らは，詳細な野外調査と既往研究に基づき古第

三紀のMTL沿いの運動史を復元した．和泉層群中には，MTLの北

側約２km以内に，東西方向の大規模北フェルゲンツ褶曲が分布す

る．さらに，MTL沿いに最大層厚約400mのブーディン構造の発達

で定義される擾乱帯が分布するほか，東西方向の北フェルゲンツ小

褶曲が発達する．この地質構造は，MTLのtop-to-the-northの正断

層運動により形成されたと推論される．正断層運動による三波川変

成岩類の最終的な上昇は，下部始新統ひわだ峠層の堆積が示す三波

川変成岩類の浸食前の暁新世に生じたとみられる．

Key words : kinematic history, Median Tectonic Line, normal

faulting, Paleocene.

10. Sandstone diagenesis of the Lower Cretaceous Sindong

Group, Gyeongsang Basin, southeastern Korea: Implications

for compositional and paleoenvironmental controls.

Yong Il Lee and Dong Hyun Lim

韓国南東部Gyeongsang盆地の下部白亜系Singdong層群の砂岩の

続成作用：組成・古環境による支配との関連

Gyeongsang盆地は朝鮮半島南東部で前期白亜紀に伸張テクトニ

クスにより生じた非海成堆積盆地である．堆積は盆地西縁に沿って

分布するSindong層群に始まった．Sindong層群は３つの岩相層序

ユニットからなる：すなわち下位よりNakdong層（扇状地成），

Hasandong層（河川成），Jinju層（湖成）である．Sindong層群の

砂岩は砕屑物組成により４つの岩石相（petrofacies）に区分される．

岩石相Ａは下部Nakdong層からなり平均組成Ｑ73Ｆ12Ｒ15，岩石

相Ｂは上部Nakdong層・下部Hasandong層からなり平均組成Ｑ66

Ｆ15Ｒ18，岩石相Ｃは中部Hasandong層～中部Jinju層からなり平

均組成Ｑ49Ｆ29Ｒ22，岩石相Ｄは上部Jinju層からなり平均組成Ｑ

26Ｆ34Ｒ41である．砕屑物組成の変動はSindong層群の砂岩の続成

鉱物組み合せに影響した．イライトとドロマイト／アンケライトは

岩石相Ａ・Ｂの重要な続成鉱物であり，方解石と緑泥石は岩石相

Ｃ・Ｄの主要な続成鉱物である．続成鉱物の大部分は続成段階の前

期の生成と後期の生成に区分される．前期続成時の方解石は，おそ

らく砂岩堆積時の乾燥～亜乾燥気候により支配され，主に岩石相Ｃ

に生じており岩石相Ａ・Ｂには見られない．後期の方解石は

Sindong層群の砂岩すべてに存在する．Caイオンは頁岩の続成作用

とHasandong層・Jinju層砂岩の前期方解石の分解に由来するので

あろう．岩石相Ａと下部Ｂの唯一の続成粘土鉱物であるイライトは，

深部埋没の間にカオリナイトが変化した生成物と推定される．これ

に先立つカオリナイトの存在はNakdong層堆積時の湿潤な古気候

から推定される．岩石相Ｃ・Ｄの緑泥石はスメクタイト質粘土の変

化物か，乾燥～亜乾燥気候でのアルカリ間隙水からの沈殿物と解釈

される．後期続成鉱物の出現は，堆積物組成と古気候に支配された

前期続成鉱物の分布に大きく依存している．

Key words : continental basin, Cretaceous, paleoclimate,

petrofacies, sandstone diagenesis

11. Mantle heterogeneity beneath the Antarctic-Phoenix Ridge

off Antarctic peninsula

Sung Hi Choi, Won Hie Choe and Jong Ik Lee

南極半島沖，南極－フェニックス海嶺下のマントルの不均質性

海嶺下のマントル物質の性質を理解するために，我々は南極海の

ドレーク海峡にある化石拡大軸の南極－フェニックス海嶺（APR）

から得られた玄武岩のSr，Nd，Pb同位体組成を検討した．採集地

点の近くにはホットスポットの存在は知られていない．我々は

APRの海嶺軸下の浅部マントルに小規模な同位体的不均質性を見

出した．この地域では肥沃な（E型の）海嶺玄武岩（MORB）が通

常の（N型の）海嶺玄武岩と共存する．このE型玄武岩は，（i）N型

玄武岩に比べて年代が比較的若い，（ii）APRが活動を停止した後

で噴出した，（iii）肥沃なマントル物質から低い程度の部分溶融に

よって形成された．APRの活動停止が恐らくこの地域の部分溶融

程度の減少を引き起こしたのだろう．そして，この地域周辺の枯渇

したマントル中に散在していた地球化学的に肥沃なマントル物質が

まず最初に溶融する部分となってE型MORBを形成したと解釈す

る．

Key words : Antarctic-Phoenix Ridge, E-type MORB,

heterogeneity, Sr-Nd-Pb isotopes.
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ご存知ですか？　あの女性を

ご存知ない？　あの女性を

その名も　フォッシル・ウーマン　化石婦人

ドーセット州の片田舎　ライム・リージス

今　海水浴と化石で知られる　避暑の町

ライム・リージスの　かくれなき　化石婦人

フォッシル・ウーマンを観よう！

これは最新ミュージカルのテーマソングです．19世紀イギリスで

イクチオサウルス，プレシオサウルス，プテロダクティルスなど多

くの爬虫類化石を発掘し，化石商として活躍した女性メアリー・ア

ニング（1799-1847）の物語が世界

で初めてミュージカル化されまし

た．

なんとメイド・イン・ジャパンで

す．埼玉県入間市は“ドラマフェス

タin入間”と称する市民文化祭を毎

年催していますが，今年は３月1-2

日に上演されたミュージカル

「フォッシル・ウーマン」が目玉で

した．演劇界で有名な地元劇団「鳥

獣戯画」（主宰・知念正文氏）が中

心となり，プロ俳優の協力がありま

した．半年以上も脚本が練り上げら

れ，入間市民による40日近い稽古期

間が費やされ，当日はホール入口に

長蛇の列ができて会場係は大忙し．

市長さん肝いりの文字通り“手作り

ミュージカル”には大勢の市民が詰

めかけ，プロ俳優顔負けの歌と踊り

に市民ホールは大喝采でした．

この舞台のヒロイン，メアリー・

アニングは，日本どころか本国イギ

リスでもその実像は最近まで知られ

ていませんでした．しかし故ウィリ

アム・D・ラング博士の地道な研究

を継いだヒュー・トレンズ氏（キール大学地質学名誉教授・イギリ

ス科学史学会元会長）の尽力で，1999年にはメアリーの生地ライ

ム・リージスで，「メアリー・アニング生誕200年記念シンポジウム」

が開催されました．そして日本でも2003年に，アニメ作家吉川惣司

氏と私による世界初の評伝『メアリー・アニングの冒険－恐竜学を

ひらいた女化石屋』（朝日選書）の出版が実現しました．

努力はさらに続きます．それを原作として，吉川惣司脚色・知念

正文演出・振付，雨宮賢明音楽，芝居工房「つる家」という本格ス

タッフが，入間市民と協同で作り上げたのです．イギリスでは演劇

やテレビドラマは実現しています．しかしミュージカル化はおそら

くこれが世界で初めてでしょう．しかも，このステージで描かれた

メアリー・アニングは，これまでの神話化された女性偉人ではあり

ません．貧しいけれども向学心に燃え，実利に生きた，たくましく

も悲劇的な女性の生涯が，非常にリアルに浮き彫りにされていたの

です．このイベントに俳優としてあるいは観客として参加した市民

たちは「メアリー・アニングって，すごい人だったんだね！」と感

嘆していました．

ご存知のように“理科系演劇”は，「ガリレイの生涯」や「キュ

リー夫人」，そして最近では「コペンハーゲン」（ニールス・ボーア

とハイゼンベルクを描いた科学サスペンス）など，少なくありませ

ん．ミュージカル「フォッシル・ウーマン」はその仲間入りを果た

したわけです．ささやかな上演回数でしたが，ともかく実現したこ

とはその脚本が生き続け，ふたたび舞台化される可能性が生まれた

ことを意味します．こうした活動が地質学や古生物学を一般の人に

知っていただくためのアウトリーチ

のひとつの方法として俎上に上がっ

たことを私たちはおおいに喜ぶべき

でしょう．興味のある方はどうぞご

連絡ください．

奇しくもロンドン地質学会では，

以下の講演が３月７日に行われまし

た．私の連絡を受け，ヒュー・トレ

ンズ氏は遠い日本で上演された新作

ミュージカルについて，ふれていた

だけたそうです．

Mary Anning of Lyme Regis,“the

greatest fossilist the world ever

knew”, but was she‘amateur or

professional’

Prof. Hugh Torrens（University of

Keele）

Mary Anning junior was a）female

and b）orphaned at the young age

of 10. She was additionally of

working class, uneducated, Devon

origin. She was moreover a

dissenter, who published nothing

and travelled little. Her life is thus

c）difficult for historians to study but d）proves to be fascinating.

This illustrated lecture will attempt to explore all of these

problems, and outline her extraordinary achievements. Her work,

as a“merely commercial”collector of fossils, illuminates the

importance of Museums, and of the proper preservation, and

study, of their collections today. It also opens up the complex

debate about who is amateur and who professional.

参考文献

「メアリー・アニングの冒険―恐竜学をひらいた女化石屋」吉川惣

司・矢島道子著　朝日新聞社，2003年発行，ISBN：4-02-259839-5，

定価1470円（税込）
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地質技術伝承講習会：
地質技師長が語る地質工学余話シリーズ

主催　日本地質学会関東支部

協賛 （社）全国地質調査業協会連合会関東地質調査業協会

後援 （独）国立科学博物館（予定）

この数十年間，わが国の社会基盤施設（道路・鉄道・空港・都市

施設・ダム・地すべり施設など）は著しく整備されてきました．こ

れら施設建設の建設にあたり，応用地質学もまた大きな役割を果た

してきました．今，これら応用地質学を支えてきた地質技術者から

地質技術伝承の講習会を開催します．CPD：２単位（CPDH＝１）

第１回　トンネル地質学

講師　石井正之（明治コンサルタント株式会社　技師長）

［略歴］1974年明治コンサルタント入社．1974年から1983年北海道

でトンネル・ダム調査に従事．1983年から1988年　東北で東北新幹

線，東北横断道トンネルなどの地質・水文調査などを手がける．

1988年からは北海道，中部地方，近畿地方，四国地方，九州地方を

舞台に，北海道縦貫自動車道・第二名神高速道路・近畿自動車道紀

勢線・中部横断道・四国横断道，東九州自動車道，道々夕張新得線

でトンネルなどの地質調査に従事．この間，北海道十勝以東の津波

調査や世界最古の大型カイギュウである札幌カイギュウの市民参加

型発掘調査にも参加．個人webページで地質と土木の接点を探る記

事を公開している．［http://www.asahi-net.or.jp/̃gf7m-isi］

日時：2008年４月19日（土）14：00～16：00

会場：国立科学博物館　日本館４階大会議室（展示室３階より係り

がご案内いたします）

東京都台東区上野公園7-20（上野駅公園口から徒歩５分）

参加費：無料．ただし博物館入館料（一般の場合600円／1日）が必

要（常設展示が閲覧可）．大学パートナーシップ会員，科博友の

会会員，高校生以下は無料．１年に２回以上来館の場合，一般の

方はリピーターズパス（1,000円／１年）がお得です（パスのご

案内；http://www.kahaku.go.jp/membership/index.html）．

懇親会：終了後，近くの食堂で講師を囲んでの懇親会を行います．

懇親会参加費4000円程度（予定）

募集人員：50名　下記の申し込み先まで．定員になり次第締め切ら

せていただきます．

申込方法：ジオ・スクーリングネット（GSネット）にて公開の申

し込み欄，もしくは，下記担当幹事のメールアドレスまたは日本

地質学会事務局へFAXにて．

申込先：ジオ・スクーリングネット（GSネット）

http://www.web-gis.jp/̃geo/index.php

関東支部担当幹事　緒方信一（中央開発（株））

ogata@ckcnet.co.jp（兼，問合せ先）

日本地質学会事務局気付　関東支部　FAX：03-5823-1156

2008年
総会・個人講演会・地質学講演会のお知らせ

北海道支部では下記の通り，2008年　総会・個人講演会・地質学

講演会を開催いたします．皆さまのご参加をお待ちしております．

日時　2008年５月10日（土）10：30～17：00

場所　北海道大学高等教育機能開発総合センター

（旧教養部　北17条西８丁目，S1およびS3教室）
＊北海道大学理学部大講堂を予定していましたが，変更となりまし

た．ご注意下さい．

A．総会（10：30～12：00 於：高等教育センター　S3教室）

B．個人講演会（13：00～15：00 於：高等教育センター　S1教室）

B-１．“蝦夷累層群（Yezo Supergroup）”はなぜイケナイのか？

川村信人

B-２．石狩低地帯北部域の第四系層序の検討―特に最終間氷期前

後の堆積物層の対比上の考察―

近藤　務・嵯峨山　積・外崎徳二

B-３．石狩低地南部安平町および苫小牧市に分布する最終氷期

ローム層の砂粒組成について

大岸朝日・佐藤広基・上田直輝・迎　大貴・金川和人

B-４．根室海岸低地の巨大津波痕跡から読み取れる300-350年周

期の意味

七山　太・重野聖之・猪熊樹人・古川竜太・北沢俊幸

長友恒人・五十嵐八枝子・石井正之

B-５．地中レーダーを用いた沿岸堆積物の高精度イメージング実

験とその成果

七山　太

B-６．根室初田牛及び 常呂川河口遺跡から出土する玉類の石質

と起源

菅原いよ・加藤孝幸・加藤欣也・立田　理・岡村　聡

B-７．北海道の地質学史における神保小虎の業績

松田義章

C．地質学講演会　「知られざるシレトコ－知床半島の地質－」

（15：20～17：00 於：高等教育センター　S1教室）

C-１．知床半島の生い立ちと世界自然遺産　15：20～16：00

合地信生（斜里町立知床博物館）

C-２．知床の地形にみる斜面の変動と災害　16：00～16：20

伊藤陽司（北見工業大学）

C-３．雁行配列した火山列，知床半島－国後島－択捉島の火山の

地質と災害　16：20～16：40

中川光弘（北海道大学）

C-４．質疑応答　16：40～17：00

D．意見交換会 18：00～20：00

4/25まで参加申込受付中です．

お問い合わせ・意見交換会申込は下記まで

〒060-0819 札幌市北区北19条西12丁目　北海道立地質研究所内

日本地質学会北海道支部事務局（川上源太郎）

TEL/FAX：011-747-2447/737-9071

E-Mail：kawakami@gsh.pref.hokkaido.jp
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支部コーナー

☆関東支部
お知らせ

☆北海道支部
お知らせ
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2007年９月14日～９月16日にかけて日本･北海道札幌市にある北

海道大学にて第７回国際頭足類シンポジウム（7th International

Symposium Cephalopods-Present and

Past）が開催された．本シンポジウム

には14カ国（日本，アメリカ，ロシア，

チェコ共和国，ドイツ，フランス，中

国，ハンガリー，ポーランド，スイス，

エジプト，イラン，スペイン，イギリ

ス）から計98名が参加し，日本からも

多くの参加者，特に若手研究者や著者

を含めた学生の参加が多く見受けられ

た．講演はオーラルセッションが48件，

ポスターセッションが34件（内日本か

らはオーラルセッションが11件，ポス

ターセッションは16件）北海道大学構

内のカンファレンスホールにて行われ

た．会場はJR札幌駅から徒歩５分圏

内と非常に交通の便が良く，参加者が

宿泊するホテルからも非常に近い場所

に位置するためか，発表初日（９月14

日）の朝早くから多くの参加者が会場

受付に並んでいたのには少々驚かされ

た．

１日目（９月14日）は「化石頭足類

の古生物学的解釈」および「現代の蛸

形類の生物学的解釈」という題目で行

われ，初期アンモナイト類における種

内変異性の起源，化石および現生頭足

類中に残る軟体部跡，直角オウムガイ

類特有の水管構造，前期三畳紀におけ

るオウムガイ類の回復，形態解析を用

いたスピルラ属の種数の推定，琉球近

海における浅海底生タコの地理的分

布，などについての研究が発表された．

２日目（９月15日）は「頭足類のタ

フォノミーと新たなテクニック」，「中

生代アンモナイト類および蛸形類の古

生物学と分類」，そして残念ながら３

つの講演がキャンセルとなってしまっ

た「アンモナイト類の生層序および古

生物地理学的解釈」という題目の下，

後期三畳紀におけるアンモナイト類の

大量絶滅，現生オウムガイを用いた化

石頭足類のタフォノミー，XRFやUVを用いた新たな化石の見方，

後期白亜紀北部環太平洋域で発見された蛸形類の顎の発見とその意

味などについての研究が発表された．

３日目（９月16日）は「頭足類生物学・古生物学に対する新たな

アプローチ」，「頭足類古生物学・生物地理学に対する新たなアプ

ローチ」，「アンモナイト類の古生態学・生層序学，そして絶滅」と

いう題目で行われ，頭足類真珠層における結晶構造の進化・時間安

定性および系統発生学上における重要性，窒素同位体比を用いたオ

ウムガイ類の生活史の復元，アンモナイト類の縫合線のウェーブ

レット解析，ニュージャージーにおける白亜紀末（K/T境界）の頭

足類の記録，などについての研究が発表された．

また，９月15日および16日の両日に渡り昼食後にポスターセッショ

ンの発表が行われた（写真上）．

ポスターセッションでは，北太平洋域におけるアルビアン階アン

モナイトの古生物地理，北西太平洋域におけるセノマニアン/

チューロニアン境界イベントによる軟体動物群の変遷，ベレムナイ

ト殻の同位体比から推測される白亜紀末期における中央太平洋深層

水の温度変動，モンタナ州前期石炭紀層から発見されたアンモナイ

ト類の軟体部組織，プラハ盆地におけ

る後期シルル紀イベントと頭足類の絶

滅，などについての研究が発表された．

15日・16日とも多くの参加者がセッ

ション会場に訪れ，議論に熱中してい

たのは発表した著者としても非常に有

意義であった．しかし，セッション会

場が非常に狭かったため，個々のポス

ターに対し時間をかけて見ることがで

きなかったのが唯一残念な点であっ

た．

今回の３日間に渡るシンポジウムを

通じて，現生そして化石頭足類に関す

る最先端の研究が発表され，中でも有

機地球化学や鉱物学など他分野からの

研究発表がなされたことが非常に印象

に深かった．このような頭足類研究に

対する様々な分野からのアプローチ・

共同での研究は今後頭足類研究の更な

る発展を促すものであると期待され

る．また，講演後や夕食会（写真中）

の最中においても各国の研究者間で議

論がなされており，密な交流が行われ

ていたことも印象的であった．著者を

含め参加者全員が本シンポジウムで非

常に良い刺激を受け，大変有意義なも

のになったのではないかと思う．なお，

次回の第８回国際頭足類シンポジウム

はフランスで開催されることが決定し

た．

最後に，本シンポジウムの開催に尽

力された平野弘道教授，棚部一成教授，

重田康成博士，佐々木猛智博士，前田

晴良博士，岡本隆博士，永広昌之教授，

利光誠一博士，窪寺恒己博士，西　弘

嗣博士，そして労を惜しまずに本シン

ポジウムにおける会場の設営・運営等

をしていただいた事務局・北海道大学

の学生の方々に心からお礼を申し上げ

たい．
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院生コーナー

金沢大学自然科学研究科　
根本俊文

7th International Symposium Cephalopods
（第7回国際頭足類シンポジウム）参加報告

写真上．16日に行われたポスターセッション会場（♯

３会場）の様子．写真中．発表初日の夕食会の様子．

多くの人が議論・雑談に興じていた．写真下．最終日，

北海道大学カンファレンスホール前にて．第７回国際

頭足類シンポジウム参加者の集合写真．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸い
です．
tksmcdr@hiroshima-u.ac.jp 高島千鶴（広島大）
iba@eps.s.u-tokyo.ac.jp 伊庭靖弘（東京大）
s059702@matsu.shimane-u.ac.jp 河野重範（島根大）
tsuji@sci.ehime-u.ac.jp 辻　智大（愛媛大学）



付活動について

JST予算申請をH20，21に予定してい

るが，人件費を支援団体から計200万円

程度必要とすること，本年度３月中の寄

付受け入れを予定しているが，地質学会

には10-50万円規模を希望していること

等が紹介され，学会としては普及事業の

一環と位置づけて，年度末ないし来年度

予算で寄付を行うことなど今後の協賛に

ついても検討することとし，対応は会計

担当理事とした．

・年会での中高生発表会等と合わせて，地

質学会では来年度事業で両者を普及事業

の柱として実施することを再確認した．

・第２回国際地学オリンピックの国内選抜

実施・募集要綱を発表した．

会計関係（担当理事-向山）

・07年度決算案

・08年度予算に関連

広報委員会（担当理事-倉本）

インターネット運営小委員会（委員長-坂

口有人）

・会員情報開示のためのシステムの調整を

業者間で行っている．

・秋田大会の登録料等のWeb支払いは本

年度も同様に実施予定

２．学術研究部会（部会長-公文）

国際交流委員会（公文-国際特任理事）

・タイ地質学会から会長招待の件は，久田

理事が代理で出席することとなった．

・国際交流の記念品として，盾を作成する

こととし，今回の久田理事出張の際にタ

イ地質学会に寄贈することとした．3/18

までに完成予定で，文面を佃副会長作成，

デザイン等の助言をウォリス理事が行

う．

３．編集出版部会（部会長-狩野，久田，宮

下，Wallis）

地質学雑誌編集委員会（委員長-狩野　副

委員長-久田，宮下＝企画担当）

・今月の編集状況は以下の通りです（２月

８日現在）．

114-2月号：論説３・短報２・口絵１（p.

校正中・2/18校了予定）

114-3月号：（入稿準備中）

114-4月号：教育関連の特集号，５編30P

に一般原稿を加える予定

・2008年度度投稿論文総数14編［論説７

（和文７），総説６（和文６）討論１］

投稿数昨年比　+４　　査読中　48編

受理済み　14編（うち教育特集４，短報

２，ノート１，口絵０）

・表紙デザインの公募をWebサイトなら

2007年度　第９回理事会

議事録

2008年２月29日

日本地質学会　会長　木村　学

期　日：2008年２月９日（土）

12：00～16：30

場　所：地質学会事務局

出席者：佃副会長，渡部常務理事・Wallis・

上砂・狩野・公文・斎藤・中山・久田・藤

本・向山・宮下・矢島　各理事，橋辺（事

務局）

欠席者：木村会長，伊藤副会長，天野副常務

理事・倉本

＊成立員数（12/17）に対し，出席者13名，

委任状４名，欠席者４名で，理事会は成立．

報　告

１．運営財政部会（部会長-上砂，中山，向

山，倉本）

総務委員会（委員長-上砂）

・本学術会議「総合工学委員会工学基盤に

おける知の統合分科会：「科学研究費補

助金システム改革検討ワーキンググルー

プ」よりアンケートへの協力依頼があっ

た．アンケートの内容が，今後の科研費

にも大きく反映するものと予想されるこ

とから，各専門部会長の意見も参考にア

ンケートに答えることとし，部会長にそ

の要請をした．まとめは倉本理事がおこ

なう．〆切２月22日．

・第２回国際地学オリンピック国内選抜実

施・募集要項が発表された．Webサイ

ト，News誌２号に掲載．

・地球化学研究協会より「三宅賞」および

「奨励賞」募集案内→Webサイト，

News誌２号に掲載．

・発明協会より，平成20年度地方発明表彰

募集案内があった．Webサイト，News

誌２号に掲載．

会員関係（担当理事-中山）

１）入会の承認

（院生割引１名）横山正敬

（準２名）泉　健太，三谷明日華

２）12月末日会員数

賛助34，名誉74，正4,426（うち院273），

準39，合計4,573（前年同期比　－60）

地球惑星科学連合（久田連絡委員）

１）国際地学オリンピック日本委員会準備

委員会（久田）

・３月に国際地学オリンピック日本委員会

の設立

・委員会組織，平成20・21年度予算案，寄

びに１月号に掲載した．〆切は３月末．

企画部会報告（宮下）

・特集号「最終間氷期の環境変動－日本列

島陸域と周辺海域の統合を目指して－

（世話人：公文富士夫ほか）概算74ペー

ジ」投稿済み・順次査読開始

・特集号「プレート沈み込み帯と地震（世

話人：廣野哲朗ほか）概算85ページ」投

稿中（5/9件投稿済み）

・「報告」の投稿は数編受付て査読中．解

釈等の余地をどこまで認めるかについて

編集委員会内で議論中．結果はニュース

誌等でお知らせする．

Island arc編集委員会（担当理事-Wallis，

事務局長-竹内圭史・角替敏昭）

１）2007年出版結果

年間606p.契約に基づき2008年から30p前

借り．

２）井龍・前川新体制による編集が始まっ

た．

08年新規投稿５編．

３）2008年編集状況

2008年17巻の年間契約ページ数は620p

（07前借り30pの件は要確認）

１号　P i c t o r i a l１編，一般10編，

182p.WEB公開済み

２号　Pictorial１編，一般６編，95p見

込み．Onlile Early用に１月末日入稿．

２月中にもう１編加えたい．

４）特集

板谷特集：GE板谷・Sajeev・Wallis

６編受付済み，うち受理２編，うち１

編はWEB公開済み．掲載は17-3号か？

久田特集：GE久田・Yumul（IGCP 516）

全24編受付済み，うち９編受理．17-

４号・18-１号分割掲載を予定．

HKT（ヒマラヤ）特集：GE Wallis・

Aitchison

全８編受付済み，うち１編受理．掲載

は18-3号を予定．08年集会の特集の打診

も来ている．

寺林特集：GE寺林　６編予定

Ernst特集打診中

企画出版委員会（担当理事-藤本）

・リーフレット「屋久島」作成については，

２月中に編集打ち合わせの予定で順調に

推移

・「地質環境」の出版趣旨の説明を，高橋

氏から３月８日11：30から理事会にご説

明いただくこととした．

４．普及教育事業部会（部会長-矢島，藤本）

とくになし
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７．地質の日委員会（藤本委員）

・支部に対し地質の日の行事について協力

依頼を要請．

・日本記念日協会に「地質の日」の登録申

請を行い受理され，直ちに記念日協会の

Webに掲載された．

・地質の日（5/10）に活動は限定しないこ

とが確認された．前後を含めた数週間を

企画期間として考える．

・2/9の日経新聞に矢内桂三会員の記事が

掲載されたように，地質の日一般講演の

候補者・講演内容を検討するべきとの意

見があった．

○審議事項

１．本年度選挙実施を経た今後の改善点の検

討について

・加藤選挙管理委員長への謝辞とご意見コ

メント等のうかがいを行い，現行選挙手

続き等の改善点を聞き取る．担当は常務

理事

・役員選挙システムの改善点を理事会とし

てとりまとめる．担当は伊藤副会長

・３月理事会までに上記を提案としてとり

まとめ，４月評議員会で評議いただく．

２．各賞選考への理事会推薦委員会の本年度

運用について

・各賞検討委員会（狩野委員長）より，理

事会推薦の手続きにおいて推薦委員会委

員の推薦文書が直接各賞選考委員会に提

出された点，事前の理事会での対応がな

されていない旨の連絡があった．理事会

では以下の通りの経緯へ対応を行い，原

因ならびに今後の方針を議論しとりまと

めた．これは，各賞選考委員会ならびに

各省検討委員会，当該推薦委員にご報告

することとした．

・本年度の理事会推薦委員会は，立ち上げ

の遅れから理事会でのとりまとめ期間が

無かったため，推薦文は直接委員会に送

付したが，推薦委員への事前の説明や，

推薦母体である理事会としての推薦文書

の確認がなされていなかった．

・このため，本来理事会が対応すべき 問

い合わせ等が 推薦委員会委員の方に直

接行われ，推薦委員委に多大なご迷惑を

５．その他

支部長連絡会議（担当理事-伊藤）

・支部に対し，ジオパークの設立推進なら

びに地質の日の行事企画等について要請

をした．

（以下，ジオパーク設立推進委員会参照）

ジオパーク設立推進委員会（担当理事，佃

委員長）

・支部に対しジオパーク設立について協力

依頼を要請．また，2月15日〆切でジオ

パーク支援委員会委員の推薦を依頼．現

在中部支部から推薦有．委員長は高木秀

雄会員で，３月に設立予定．

・日本地理学会，日本第四紀学会，日本地

震学会，火山学会に対し，日本ジオパー

ク委員会（仮称）への参加を依頼

・国内のジオパーク推進体制や仕組みが複

雑なので，容易な説明資料を作成し，学

会事務局等での問い合わせ対応にも利用

することとし，支援委員会設立時に要請

することとした．

６．選挙管理委員会（委員長-加藤潔）

・改選理事選挙および補充理事選挙が終了

し，会長に報告した．これらの結果につ

いてはWebおよびNews誌２月号に掲載

する．

【以下，理事会および評議員会の下の委員

会】

名誉会員推薦委員会（伊藤副会長）

・２月15日〆切で名誉会員候補者の推薦を

依頼中．現在までに２名の推薦があった．

法務委員会（担当理事：委員長-上砂）

・各賞検討委員会からの要請で，顕彰選考

の際の利益相反規定を検討し，暫定案を

送付した．本年度はこれに基づいて実施

していただく．内容は各省検討委員会等

から答申と共に報告いただく事になろう

が，①原則として 意見表明や投票から

の辞退を委員の自己宣告とし，②選考対

象論文等の共著者，謝辞対象者，親族，

指導者は利益相反の対象候補とした．現

職での上司関係者を含めるかどうかは，

今後検討する．

おかけした．

・当該推薦委員と各賞検討委員会には上記

に対するお詫びを行い，追加作業は理事

会経由で行った．

・理事会推薦にあたっての推薦委員会設置

目的について検討し，理事会からの推薦

が無い現状で推薦委員会からの推薦は得

られた本年度の実績に鑑みて，引き続き

推薦委員会にご協力をお願いするが，事

前の十分な委員へのご説明と時間の猶予

を確保し，選考委員会への提出は理事会

で事前にとりまとめて行うこととした．

・以上の点を，会長名で関係各位にご報告

する．

３．学会活動における政治団体・組織との関

係について

・学会の広報等で，特定の政治団体・組織

に係るお知らせ等をどのように扱うか，

一定のガイドラインが必要と判断した．

・国の政策等への反映を目指した学会活動

は，政治活動と承知する．

・一方，特定の政治団体・組織等からは中

立の立場を厳守する．

・従って，「特定の政党・政治団体等への

対応はしない」事を原則とする．

・３月理事会にガイドライン案を提出し，

法務委員会の検討をいただいた上で評議

員会に報告する予定とした．

４．法務委員会での会員除名申し立てへの対

応結果の扱いについて

・今後法務委員会から当該検討結果が報告

された際に，評議員会から総会にかける

手続きが規定されていない．

・今後の取り扱いについて，理事会案を作

成し，３月理事会で審議することとした．

５．秋田大会の準備について

・行事委員会より，秋田大会では，これま

で，鉱物科学会側は同時開催と言ってき

たが，近頃，相手行事委員長の工藤氏か

ら斎藤に連絡があり，秋田の準備委員会

の意向もあって，共同開催に近い同時開

催で行いたいと表明があったと報告され

た．
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訃　報

本会の次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

正会員 長田幸久（2007年12月７日） 福田正光（2007年12月８日）
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100万分の1日本地質図　第3版　4枚組　￥6, 300

100万分の1日本重力図（ブーゲー異常） ￥3, 885

地球化学アトラス　－北関東－　￥5, 565

200万分の1地質編集図

コンピュータ編集による日本地質図（付記付き）￥2, 310

日本の磁気図（説付き） ￥2, 520

300万分の1 日本列島地温勾配図　￥1, 680

数値地質図

200万分の1東・東南アジアの数値地質図（説付き） ￥2, 625

20万分の1数値地質図幅集

北海道北部　￥1, 050，北海道南部　￥1, 050 東北￥3, 045

関東甲信越及び伊豆小笠原諸島　￥2, 835

日本の新生代火山岩の分布と産状　CD-ROM版　￥1, 260

東・東南アジア都市域の地球科学データ CD-ROM版　￥1, 155

日本地質図索引図（第1集～第8集　CD-ROM版1963～1999） ￥945

北海道地質ガイドマップ　CD-ROM版　￥945

東・東南アジア都市域の地球科学データ （第２版）CD-ROM版　￥1, 155

富士火山地質図CD-ROM版　￥1, 155

日本重力図CD-ROM版（説付き） ￥945

400万分の1東アジア磁気異常図 CD-ROM版（第２版） ￥945

400万分の1韓国南部・日本西部及び周辺海域の地球科学図集 CD-ROM版（第２版） ￥1, 050

日本周辺海域音波探査データベース　CD-ROM版　￥945

東北・九州地熱資源図CD-ROM版　￥945

特殊地質図

東京湾とその周辺の地質　￥6, 195

秋田地熱資源図 ￥5, 040

諏訪湖湖底堆積状況図（1：1.35万） ￥1, 575

東海沖海底音響画像図（1：40万） ￥735

札幌－岩内地域火山・鉱化熱水系分布図　￥3, 780

札幌地熱資源図　￥4, 620

青森地熱資源図　￥5, 145

50万分の1鉱物資源図

北海道（東部, 西部） ￥7, 140, 東北　￥4, 305, 

関東甲信越　￥4, 515, 中部近畿　￥4, 515, 

50万分の1地質図幅

旭　川 （第2版） ￥2, 100

50万分の1活構造図

東京（第2版） ￥3, 255, *京都（第2版） ￥3, 675

2.5万分の1地質構造図

阿寺断層系ストリップマップ（説付き）￥2, 940

中央構造線四国地域活断層ストリップマップ（説付き）￥4, 515

中央構造線近畿地域活断層ストリップマップ　￥2, 415

柳ヶ瀬－養老断層系ストリップマップ（1：10万） ￥2, 520

糸魚川－静岡構造線活断層系ストリップマップ（1：10万）￥2, 520

兵庫県南部地震に伴う地震断層ストリップマップ

野島・小倉及び灘川地震断層－（1：1万, 説付き）￥3, 570

花折断層ストリップマップ　￥2, 835

海洋地質図

鳥取沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 990

鳥取沖表層堆積図（1：23万, 説付き） ￥3, 255

室戸沖表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥2, 835

経ヶ崎沖表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 045

下北半島沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 360

経ヶ崎沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 570

粟島周辺海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 460

佐渡島北方表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 675

佐渡島北方海底地質図（1：20万, 説付き） ￥4, 305

豊後水道南方海底地質図（1：20万, 説付き）￥5, 040

豊後水道南方表層堆積図（1：20万, 説付き）￥3, 885

駿河湾海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 670

ゲンタツ瀬海底地質図（1：20万, 説付き） ￥4, 095

塩屋崎沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥5, 250

響灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 885

ゲンタツ瀬表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 780

日向灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 570

塩屋埼沖海底地質図（1：20万, 説付き） ￥3, 570

響灘表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 570

能登半島西方表層堆積図（1：20万, 説付き） ￥3, 570

海外地球科学図　（英文）

東・東南アジア熱流量図（1：500万） ￥2, 310

中国モウス沙漠および周辺地域の水文環境図（1：50万, 説付き）￥7, 035

取扱い地質図一覧（委託販売） 07/06月現在
表示価格は税込みです．会員には表示価格から消費税分を割り引いて販売いたします（代金後払い）．

ご注文はFAXまたはe-mailで地質学会事務局へお申し込み下さい．
FAX 03-5823-1156，e-mail main@geosociety.jp

韓国南部・日本西部及び周辺海域の地球科学図集　￥1, 365

東アジア地質災害図　￥3, 675

重力図　（ブーゲー異常）1：20万

青森地域　￥2, 100, 秋田地域　￥1, 470, 

山形地域　￥1, 400, 北上地域　￥2, 415, 

渡島地域　￥1, 700, 苫小牧地域　￥1, 575, 

札幌地域　￥1, 700, 帯広地域　￥1, 575, 

旭川地域　￥1, 500, 北見地域　￥1, 575, 

根室地域（2枚組）￥2, 520, 天北地域　￥1, 890, 

名寄地域　￥1, 890, 大分地域　￥1, 785

福岡地域　￥2, 415

空中磁気図

尖閣諸島海域　￥2, 100

伊豆大島地域（1：5万）伊東周辺地域（1：2.5万）￥1, 050

雲仙地域（1：5万） ￥1, 050

西表島周辺地域（1：10万） ￥1, 050

由利原地域高分解能空中磁気異常図（1：5万） ￥2, 730

火山地質図

桜島火山（1：2.5万）￥1, 260, 有珠火山（1：2.5万） ￥1, 155, 岩手火山　￥2, 730

草津白根火山（1：2.5万）￥1, 575, 阿蘇火山（1：5万） ￥1, 155, 三宅島　￥1, 890

北海道駒ヶ岳火山（1：5万）￥1, 785, 浅間火山（1：5万） ￥1, 785

青ヶ島火山および伊豆諸島南方海底火山（1：1万, 1：65万）￥2, 625

雲仙火山（1：2.5万） ￥1, 155, 那須火山（1：3万） ￥2, 205

伊豆大島火山（1：2.5万） ￥1, 785, 霧島火山（1：5万） ￥1, 575

日本炭田図

天草炭田地質図　￥7, 140

日本油田・ガス田図

新潟県中部地域　￥3, 885

20万分の1地質図幅

相川及び長岡の一部　￥1, 785, 青森　￥2, 310, 一関　￥3, 465, 

飯田（第2版）￥2, 415, 糸満及び久高島　￥3, 465, 厳原　￥1, 360, 岩内　￥2, 415, 

宇都宮　￥2, 730, 浦河　￥2, 625, 宇和島　￥2, 100, 岡山及び丸亀　￥2, 625, 

開聞岳及び黒島の一部　￥2, 520, 鹿児島　￥2, 520, 金沢　￥2, 730, 

唐津（第2版） ￥2, 205, 岐阜　￥2, 730, 木本　￥1, 365, 熊本　￥2, 835, 

久米島　￥1, 890, 甲府　￥2, 940, 高梁　￥2, 520, 

高田　￥2, 730, 徳島（第2版） ￥2, 100, 日光　￥2, 940, 富山　￥2, 415, 

長野　￥3, 045, 名寄　￥2, 310, 八丈島　￥1, 365, 八戸　￥2, 310, 

福岡　￥2, 520, 福島　￥3, 675, 水戸　￥2, 730, 宮崎　￥2, 625, 村上　￥2, 730, 

屋久島　￥2, 520, 夕張岳　￥2, 520, 和歌山　￥2, 625

５万分の１地質図幅　地質図1：5万, 地域地質研究報告

赤名　￥2, 835, 姉崎　￥3, 570, 秋田　￥1, 890, 

飯山　￥5, 775, 出雲崎　￥3, 360, 市野瀬　￥2, 520, 犬飼　￥3, 570, 

伊平屋島及び伊是名島　￥1, 890, 今市　￥3, 045, 

上野　￥4, 200, 浦郷　￥3, 360, 

恵比島　￥2, 940, 大分　￥3, 990, 大阪西南部　￥2, 520, 

大阪西北部　￥2, 520, 大阪東南部　￥3, 570, 大阪東北部　￥3, 990, 

大須　￥2, 520, 小値賀島及び肥前平島　￥2, 520, 青梅　￥3, 885, 大宮　￥3, 045, 

尾鈴山　￥3, 675, 折尾　￥3, 150, 海田市　￥2, 835, 開聞岳￥3, 885, 柿崎￥3, 465, 

柏崎　￥4, 410, 金山　￥3, 255, 川前及び井出　￥6, 300, 上高地　￥3, 675, 

刈和野　￥2, 520, 岸和田　￥3, 885, 木曽福島　￥4, 200, 北小松　￥4, 095,

岐阜　￥3, 885, 京都東北部　￥3, 885, 珠州岬，能登飯田及び宝立山　￥4, 620, 

熊川　￥3, 780, 熊田　￥3, 465, 

倉橋島及び柱島　￥3, 045, 黒石　￥3, 570, 桑名　￥3, 360, 

下呂　￥2, 835, 神浦　￥2, 940, 神戸　￥3, 255, 小倉　￥3, 885, 

佐伯　￥3, 150, 佐賀関　￥2, 730, 桜井　￥4, 200, 篠山　￥3, 045, 

三条　￥4, 305, 椎葉村　￥4, 515, 志津川　￥4, 305, 清水　￥2, 835, 

白馬岳　￥3, 730, 末吉　￥3, 255, 須磨（2版）￥2, 520, 

洲本　￥2, 730, 千廐　￥3, 045, 相馬中村　￥5, 355, 園部　￥3, 045, 高遠　￥4, 410, 

田島　￥3, 675, 龍野　￥3, 570, 立山　￥4, 935, 館山　￥3, 675, 

玉庭　￥4, 515, 竹生島　￥2, 940, 父島列島　￥3, 255, 津西部　￥4, 305

敦賀　￥3, 780, 十勝池田　￥3, 570, 戸隠　￥4, 410, 砥用　￥6, 195, 豊岡　￥2, 520, 

十和田　￥3, 780, 苗場山　￥2, 835, 長岡　￥4, 200, 中野　￥2, 625, 那古　￥1, 890, 

那覇及び沖縄市南部　￥3, 570, 名張　￥3, 360, 

浪江及び磐城富岡　￥3, 465, 奈良　￥3, 885, 西津　￥4, 305, 二本松　￥3, 045, 

乗鞍岳　￥3, 360, 八海山　￥2, 835, 姫島　￥2, 730, 広島　￥1, 575, 

広根　￥3, 675, 福江　￥2, 730, 福知山　￥3, 360, 富津　￥6, 615, 豊後杵築　￥4, 095, 

北条　￥4, 200, 松江　￥3, 465, 

松之山温泉　￥3, 885, 三重町　￥3, 360, 御岳昇仙峡　￥2, 940, 三津　￥2, 625, 

美濃　￥2, 520, 宮下　￥3, 780, 宮原　￥4, 725, 槍ヶ岳

￥3, 045, 温泉津及び江津　￥4, 410, 湯湾　￥3, 360, 横山　￥3, 885, 四ッ谷

￥2, 625, 四日市　￥2, 835, 寄居　￥3, 150, 和歌山及び尾崎　￥2, 415
*このほかの地質図, 産総研地質調査総合センター出版物の詳細は以下のホームページhttp://www.aist.go.jp/GSJ/Map/でご覧になれます．



広告募集 

News誌に広告を掲載しませんか． 
　News誌の掲載広告を募集しています．学会の直接取り扱

いになりますので，カラー印刷・掲載サイズなどご相談に

応じます．ぜひご利用ください． 

申込・問い合わせ：日本地質学会事務局 
電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156 
e-mail ; main@geosociety.jp

表3

表2

表4

＜広告掲載価格表＞ 

（単位：円） 

カラー 

＋10,000 

－ 

－ 

－ 

版下作成 

＋10,000 

＋10,000 

＋10,000 

＋5,000

価格（モノクロ） 

60,000 

50,000 

40,000 

35,000

 

表４ 

表２ 

表３ 

普通 
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